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還元反応は触媒量のセレンを用いても進行する乙とを見いだしている。また， α ， ji ー不飽和カルボニノレ
化合物の炭素ー炭素二重結合の選択的還元にも本反応系が利用可能である乙とを明らかにしている。



























様の触媒反応条件下で vic ージプロミドおよび αーハロケトン類の脱ハロゲン化，ならびにスノレホキシ
ドの脱酸素化が効率良く進行する乙とを見い出している。
以上のように本論文は，セレン一一酸化水素一水の反応系を用いる乙とにより，取り扱いの困難であっ
たセレン化炭素またはその塩の効率的有効利用が実現できるとと，ならびに有機化合物の特徴的な還元が
可能なζ とを明らかにしたもので，有機合成化学および触媒化学の発展に寄与するととろが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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